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僕は自分の還る場所を知らない。
いつも誰かに手を引かれて歩いている。
誰かの手のぬくもりを感じながら、知らない道へと連れて行かれる―――。
抵抗しようにも、抵抗しようが無い。力強く導かれることは、僕にとっての喜び
だからだ。人に導かれる事が大好きだった。

だから、僕もそんな風に誰かを導いてあげられる
ような大人になりたいと思っていた…。
導いて、皆を幸せにしたいと思っていたし、皆が幸せであることを、僕自身、
願っていた。 

でも、願っていても何も起きないことも僕は知っている。
願うだけで十分だったのに、いつからか僕はそんな力が欲しくて
ずっと求めていた。
何も出来ない自分が嫌いだから。
汚れた心が大嫌いだから。
悲しむ人の存在を哀れんでしまうから。
この手で救ってあげたい。もう誰もが暗い未来の前で挫折しない
、希望に溢れた心地よい世界にしたい。



「人類に粛清を。お前が下すのだ、淳」



僕は重い、でも強い剣を持たされた気分だった。
僕の手には、その剣の重さが痛いほど伝わってきた。
それは、全ての人の罪の重さか。あるいは、幸せの重さか。



僕は、剣を引きずり続けた。
前も後ろも見えない街路地を歩き続けた。

僕を求める人を探して。

真夜中の道を辿って。

疲れたら、父さんが優しく抱き締めてくれる。

そして、また励ましてくれる。
僕は誰かのためになりたい。だから、頑張れる気がする。

「ねぇ、父さん？　僕、これからも頑張るよ！」

そういうと、決まって父さんは

「そうか…。淳、頑張れ、父さんはいつまでも淳の側にいてやる」
「うん！」


父さんは優しくて、僕の憧れで…。
いつまでも側に居てくれる、そんな存在——だったはずなんだ。
